
【ＤＯ（実施）】

施策の概要

一般財源 32,544 34,893 29,494

人件費 28,163 29,620 -

フルコスト 72,360 76,863 -

内
訳

③ 地区住民センターの生涯学習活動の年間利用者数 人 50,807 95.2% 92.5%

④

48,257 48,099

① 生涯学習講座の年間参加者数 人 1,980 125.5% 114.0%

② 公立公民館の定例グループ登録者数 人 2,776 91.1% 88.5%
2,645 2,478

2,800

030301
魅力的な生涯学習プログ
ラムの整備・充実

市民の生涯学習意欲の高揚を図るため、多様なニーズの把握に努めながら、公民館
講座の充実に努めます。
また、県と連携し、より質の高い講座を提供します。

030302 生涯学習拠点の機能強化

生涯学習拠点の機能強化を図るため、市民のニーズを十分に把握し、施設の改修や
備品等の整備を行います。
また、中地区公民館については、老朽化が著しいため、改築を計画的に進めます。

030303
身近な生涯学習の場の充
実

地区住民センターや町内公民館が身近な生涯学習の場となるよう、学習活動や情報
発信を積極的に支援し、利用しやすい環境づくりに努めます。

030304 指導者などの人材育成

市民の多様な学習ニーズに対応できるよう、生涯学習の指導者となる人材の育成に
努めます。
また、ボランティアセンターに登録された人材を各公民館や団体等へ紹介するな
ど、人材の活用を図ります。

県支出金 0 0 0

地方債 0 0 0

その他 11,653 12,350 11,758

予算 見込

事業費 44,197 47,243 41,252

国庫支出金 0 0 0

（単位:千円）

施策達成状況の説明

施策経費
H29年度 H30年度 H31年度

⑤

特記事項

①開催講座数の増加に伴い受講者数が大幅に増加したため、目標を達成できた。
②③定例利用グループや活動団体の高齢化が原因で、活動を休止する団体が増えてきており、登録者数・利用者数が減少している。

決算

達成率 進捗率

1,900 2,000 2,100 2,150 2,200

50,000 50,500 51,000 51,500 52,000

1,851 2,509

2,700 2,720 2,740 2,760

施策担当課 社会教育課 課長 喜々津　武利

基本計画における目標値
H28目標値 H29目標値 H30目標値 H31目標値 H32目標値 H29年度

施策 0303 生涯学習の充実

施策の方針
生涯学習プログラムの充実や指導者の育成を図る。また、生涯学習の場を充実させるとともに、拠点機
能の充実など利用しやすい環境づくりに努める。

指標名 単位
基準値
（H26） H28実績値 H29実績値 H30実績値 H31実績値 H32実績値

平成 30 年度 施策評価表

施策担当部 教育委員会 部長 吉村　武史



【ＣＨＥＣＫ（評価）施策担当部長】

【ＣＨＥＣＫ（評価）評価調整委員会】

【ＡＣＴＩＯＮ（改善・改革）】

平成31年度新規事業
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施策を達成
する上での
問題点・課
題

　公民館講座は、毎回受講者へのアンケートを実施し、市民の多様化する学習ニーズに対応するよう努めている。平成２９
年度は、実施した講座定員に対し９１％の応募を得ており、若干増加傾向にある。
　公立公民館定例利用グループは、会員の高齢化による会員数の減少や会の解散に歯止めがかからない状況である。毎年開
催する「コミセンまつり」や市のホームページにおいて、グループの活動内容について広く市民に周知するよう努めている
が、会員数の増加までには至っていない。地区住民センターにおける活動も同じ状況である。
　子ども科学館は、平成３１年度の移転開設までの期間、一時的に中地区公民館において実施可能な事業を実施している
が、利便性の悪さから来場者数は伸び悩んでいる。また、現在協力を得ている「大村科学サークル」会員の方々の高齢化が
進んでおり、継続したサポート体制の維持が今後の課題である。

（今年度は評価調整委員会による評価の対象外）

問題点・課
題を踏まえ
た施策構成
事務事業の
改善・改革
や新規事業
についての
考え方

事業名（仮称） 担当課

　公立公民館の定例利用グループは、高齢化による会員数の減少に歯止めがかからない状況にあるが、今年度からホーム
ページを活用しての講座紹介や、詳しい講座内容を掲載したポスターを作成し、受講者の増加に取り組んでいる。
　また、今年度から新たに「絵本deクッキング教室」や「親子で楽しむ里山自然塾」など、子育て世代（小学生の子どもを
持つ親）をターゲットとした講座を開講し、受講者の底辺拡大に取り組んでいる。
　子ども科学館は、講師の高齢化が問題となっているが、協力してもらえる新たな人材を確保するよう努める。

H31年度見込

0

対象・事業概要など
事業費（千円）

1


